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「南アルプスの自然と文化
いろどり豊かに暮らすむら　大鹿」
の実現に向けて

　大鹿村には、圧倒的な標高差が織りなす自然と文化の多様性があります。大鹿村に暮

らす村民の皆さん一人ひとりがそれぞれの個性や能力を十分に発揮し、幸せに暮らし続

けられる村にしたいと私は考えています。このたび、そうした村を実現するための総合振

興計画を策定しました。

　大鹿村の生活環境や福祉等を充実することが、村民の皆さんの幸せにつながります。

このような幸せな暮らしや大鹿村のむらづくりに共感いただく方に来ていただき、大鹿

村の最大の課題である人口減少に歯止めをかけたいと考えています。

　SDGsの考え方を踏まえたむらづくりを進めることで、村の持続可能性を高め、幸せな

暮らしを次世代に継承していきます。

「SDGs」とは

　SDGsとは、平成27年9月の第70回国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェン

ダ」に掲げられた国際目標で、平成28年から令和12年までの間に達成すべき17の目標（ゴール）と、関連

する169のターゲットで構成されています。

　「誰一人取り残さない」を基本理念とするとともに、持続可能な開発をめざす上で重要とされる社会・経

済・環境の各側面からの総合的な取り組みに重点が置かれており、既に世界的な取り組みがスタートし

ています。

　大鹿村では、持続可能な村を実現するため、SDGsの考え方・視点を踏まえ、むらづくりを推進します。

大鹿村長
熊谷 英俊
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●総合振興計画は、大鹿村をより良い村にしていくための計画です。村がめざす理想の将来像を掲げ、

それを実現するための様々な取組の方向性をまとめています。

●村民の皆さんの想いや考えを反映した計画となるよう、村民の皆さんに対するアンケート調査や団

体の皆さんに対するヒアリング調査、今年度立ち上げられた「村づくり検討委員会」でのワーク

ショップ、村長と中学生による意見交換会等を行いました。

「総合振興計画」とは

●本計画は、大鹿村（以下、「本村」という。）の最上位計画であり、今後10年間のむらづくりの方向性を

示すものです。

●基本構想に示す人口フレームは、平成28年に策定した「大鹿村人口ビジョン」を踏まえ、新たに将来

目標人口を定めるものです。

●本計画で示す施策・取組のうち、重点的に推進するもの（重点施策）は、「まち・ひと・しごと創生法」

（平成26年法律第136号）に基づく「地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略（第2期おおしか創生総

合戦略）」として位置づけます。

計画の位置づけ

　本計画は、基本構想、重点施策（第２期おおしか創生総合戦略）、基本計画、別途策定される実施計画

から構成します。

計画の構成と期間

基本構想

重点施策

実施計画

基本構想

重点施策

実施計画

基本計画基本計画

本村がめざすべき将来像を方向づけるものとして位置づけ、令和４
年度から令和13年度までの10年間における住民、団体、事業者、行
政がめざすべき共通の指針として、村の将来像、むらづくりの基本理
念、目標人口、施策の方向等を定めます。

第２期おおしか創生総合戦略を本計画の重点施策として位置づけ、
本計画で示す施策・取組のうち、重点的に推進するものを示します。

基本構想に掲げる村の将来像を実現するための施策を具体化し、各
分野にわたって特に取り組むべき諸施策の方針と具体的内容を総
合的、体系的に明らかにするものです。計画期間は５年間とし、前半
５年間を前期基本計画、後半５年間を後期基本計画とします。

基本計画に掲げる諸施策を実現するための具体的な事務事業を明
らかにするもので、毎年度の予算編成の指針とします。計画期間は
３年間とし、毎年度ローリング方式で見直します。
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「いろどり豊か」という言葉に込めた想い・・・

目標人口

目標

令和42年
約650人の
人口維持

南アルプスの自然と文化
いろどり豊かに暮らすむら　大鹿

●南アルプスエコパークの特徴である生物と文化の多様性を表現しています。

●村民の暮らしが豊かで幸福であることを表現しています。

●様々な考え方の村民が多様性を認め合い、共に暮らす村であることを表現しています。

●SDGsのカラフルなイメージを連想させ、理念に沿った計画であることを示しています。

●一人ひとりが個性を発揮し、咲き誇れる村であることを表現しています。

目標人口を達成するためには、以下の内容の実現が必要です。

■将来人口の見通し（令和２年10月１日時点の住民基本台帳をもとにした村独自推計による推計）

大鹿村のめざす将来像

20歳代前半の夫婦が１年間に１組移住。
30歳代前半の夫婦と４歳以下の子ども１人が１年間に２組移住。
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施策体系

南アルプスの自然と文化　いろどり豊かに暮らすむら　大鹿

１
みんなでつくる
持続可能な大鹿村
（協働・移住定住・行財政運営）

2
特色ある自然や文化が
守られ活かされる大鹿村
（自然環境・歴史文化）

3
地域資源を活かした産業で
活力あふれる大鹿村
（産業振興・地域経済循環）

4
誰もが学び
成長し続けられる大鹿村
（子育て・教育）

5
誰もが安心して快適に
生活を送ることができる
大鹿村
（生活環境・安全）

6
誰もがいつまでも健康で
幸せに暮らし続けられる
大鹿村
（健康・福祉）

基本目標 主要施策

村の将来像

１ 元気（産業振興・雇用創出）

2 活力（移住・定住促進）

3 未来（結婚・出産・子育て支援）

4 快適（生活環境向上）

5 共創（人材育成・官民協働）

6 革新（新技術活用・SDGs推進）

重点戦略
重
点
施
策（
総
合
戦
略
）

基
本
計
画

1　協働のむらづくりの推進
2　移住・定住の促進

1　環境・景観の保全
2　循環型社会の推進

1　農業の振興
2　林業の振興

1　子育て支援の充実
2　学校教育の充実

1　防災・防犯の推進
2　道路環境の整備
3　公共交通の充実

1　健康づくりの推進
2　地域福祉の推進

3　適正な行財政運営の推進
4　広域連携の推進

3　歴史文化の継承・活用

3　商工業の振興
4　観光の振興

3　社会教育の充実
4　人権尊重・男女共同参画の推進

4　情報通信技術環境の整備
5　衛生環境の整備
6　土地の有効利活用

3　高齢者福祉の充実
4　障がい者福祉の充実



元
産業振興・
雇用創出

重点戦略１

●大鹿ならではの農産物の振興・
ブランド化
●６次産業化の支援・販路拡大
●森林資源の活用 等

●農業生産基盤の整備
●林業生産基盤の整備
●事業持続化・継承支援 等

●後継者・新規就農者の確保・育成
●雇用の確保・拡大
●社会福祉分野等の専門人材確保
●企業誘致・起業等の促進 等

大鹿村のブランド力
強化による
農林業振興

1
持続可能な

農林業・商工業支援と
村内経済循環の促進

2
専門人材確保と
雇用機会の創出

3

●人口減少に歯止めをかけ、村外への人口流出を抑制するため

には、村内に「しごと」があり、十分な収入を得ることができる

必要があります。

●農産物の高付加価値化を進めるとともに、６次産業化の推進

や販路拡大等により、収益の向上を図ります。

●新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う社会経済活動の自

粛により、観光業を中心に企業・事業者の経営状態の悪化が大きな問題となっています。経営安定化

のための支援や村内での消費喚起により、地場産業の活性化や村内経済循環の促進を図ります。

●地場産業の競争力強化やリニア中央新幹線の開業を見据えたまちづくり構想等による企業誘致、デ

ジタル環境の整備によるサテライトオフィスの設置促進、起業への支援等により、安定した雇用を創

出するとともに、地場産業の労働力不足や後継者不足等の課題の解決を図ります。

村内での稲作

地元農産物を使用した特産品

気
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●本村では人口減少や少子高齢化が進行しており、この状況が続く

と地域経済の縮小化や地域の活力低下に留まらず、長期的には

村の存続自体が危ぶまれかねない事態も想定されます。

●本村の魅力をPRし、知名度の向上を図るとともに、住宅の確保へ

の支援や村民が暮らしやすいと感じる環境づくり等により、移住・

定住につなげます。

●本村は、南アルプス等の自然環境や鹿塩温泉、小渋温泉、大池高原、

中央構造線等の観光資源に恵まれており、多くの人が来訪していま

す。このような本村の観光資源を活かし、交流人口・関係人口の拡

大や移住・定住につながる観光振興を図ります。

●「日本で最も美しい村」連合に加盟している本村には、「南アルプスユネスコエコパーク」「南アルプス

（中央構造線エリア）ジオパーク」に指定されるほどの豊かな自然環境や、大鹿歌舞伎に代表される

連綿と続く歴史文化があります。他に類をみない美しい村を後世に継承するとともに、このような本

村の資源を適切に活用します。

移住・
定住促進

重点戦略2

●移住・定住のPR
●移住・定住施策の推進
●空き家対策の推進 等

●地域おこし協力隊と大鹿村応援
団の活用による関係人口の拡大

●地域資源を活かした体験・交流
事業の推進

●観光施設の活用 等

●ユネスコエコパーク・ジオパー
クの保全管理・魅力発信
●美しい山村景観の形成
●大鹿歌舞伎の継承・活用 等

移住・定住促進のための
情報発信と

受け入れ体制の整備

交流人口・関係人口の
増加へ向けた
観光資源の活用

村内外に誇る
自然環境の保全と
伝統文化の継承

1 2 3

大鹿歌舞伎

活力
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●人口減少に歯止めをかけるためには、結婚・妊娠・出産・子育てを

希望する人が安心して子どもを産み育てやすい環境づくりが必要

です。

●本村で安心して結婚・妊娠・出産・子育てができるよう、妊娠から

子育てまで切れ目のないきめ細やかな支援を行います。

●子ども一人ひとりや子育て世帯の状況やニーズに応じた、本村な

らではの充実した子育て支援サービスや子育て環境を提供する

とともに、本村の子育て支援施策を村内外に情報発信します。

●豊かな自然環境や連綿と続く歴史文化といった本村の特色を活かしながら、魅力ある教育環境をつ

くることで、子どもたちが変化する時代をたくましく生き抜くための力を育みます。本村に愛着と誇り

をもち、様々な場で活躍できる人材を育成します。

1 2 3

●結婚・妊娠・出産に対する支援
の充実
●母子保健の充実

●保育・子育て支援サービスの充実
●支援を必要とする子育て世帯
への支援

●郷土愛を育む教育の充実
●教育環境の充実
●学校・家庭・地域の連携 等

安心して結婚・妊娠・出産
ができる支援の充実

地域ぐるみの
保育・子育て支援の充実

大鹿村の魅力を活かした
教育環境の充実

大鹿保育所

重点戦略3

未
結婚・出産・
子育て支援

来
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●村民が安心して快適に生活を送ることは、村民の幸せや暮らしやすさにつながり、それが村の新たな

財産・魅力となり、さらには村外の人を惹きつけ、人口の増加や地域の活性化へとつながります。

●村民が年齢や障がいの有無等に関わらず、いつまでも住み慣れた本村で安心して生活を送ることが

できるよう、医療・福祉体制の充実を図ります。

●村内でこれまで育まれてきた地域のつながりを活かし、誰もが地域で役割を担い貢献することがで

きる、助け合い、支え合う地域コミュニティづくりを推進し

ます。

●居心地の良い生活環境の整備や村民の生命・財産を災害か

ら守る防災体制の整備により、地域特性を活かした安全で

利便性の高いむらづくりを推進します。

●地域医療体制と救急体制の充実
●感染症対策の充実
●介護保険サービスの適切な提供 
等

1
村民の尊い生命を守る
医療・福祉の充実

●集落機能の強化
●地域支え合い活動の推進
●地域包括支援体制の構築

2
互いに助け合い、
支え合う地域づくり

●地域の防災活動の促進
●国道、主要地方道、一般県道の
整備促進

●公共交通の充実 等

3
安心して暮らせる
生活環境の整備

健康教室

大鹿村立診療所での診療

重点戦略4

生活環境向上

快適
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●人口減少や少子高齢化が進行する中、限られた行政資源のもとで山積した地域課題を解決するため

には、本村の担い手となる人材の育成や村民との協働が必要不可欠です。

●年齢や障がいの有無等に関わらず、誰もが地域や社会で自分らしく活躍することができるよう、本村

の特色を活かした教育プログラムの実践や生涯学習活動、社会活動への支援等を行います。村民や

地域が主体となる活動の実践や、ボランティア、NPO等による、様々な知識や技術、経験を有する多

様な人材が活躍できる地域づくりを進めます。

●村民一人ひとりが地域づくりやむらづくりを自分ごとと捉

え、積極的に関わることができるよう、協働に関する啓発を

行うとともに機会の充実を図ります。村民と行政が目標やむ

らづくりの方向性を共有しつつ、適切な役割分担と相互の連

携により、地域課題の解決や村の発展に取り組みます。

●「確かな学力」の向上
●地域について学び、地域に還元する活動の促進
●女性の活躍推進 等

大鹿村を担う多様な人材の育成

1
●村づくり検討委員会の設置・推進
●協働体制の強化
●飯伊地域での様々な分野における連携体制の
強化 等

官民協働・広域連携の推進

2
村づくり検討委員会での意見交換

ジオ・スキルアップ講座

重点戦略5

共
人材育成・
官民協働

創
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●「Society5.0」やSDGsの推進、新型コロナウイルス感染症拡大に

よる様々な影響等により、人々の意識や行動に変化がみられ、新

時代に対応した地方創生が求められています。

●「超スマート社会」の実現へ向けた「Society5.0」の推進は、首都圏や中京圏等の都市圏から離れた

本村にとってプラスに働きます。こうした動きを追い風とし、地方創生につながるデジタル・トランス

フォーメーション（DX）を推進します。

●SDGsの推進により、政策の最適化や地域課題の解決を図ることで、村民が安心して生活を送ること

ができる「誰一人取り残さない」持続可能なむらづくりを行います。

●脱炭素社会の実現へ向け、自然環境から

得られる再生可能エネルギーを活用する

ことで、地球温暖化防止やエネルギー自

給率向上へつなげます。

●業務の効率化・村民サービスの向上
●再生可能エネルギーの促進
●インターネット活用環境の充実 等

環境にやさしい薪ストーブ 村内の無料Ｗｉ－Ｆｉスポットを示す標識

重点戦略6

新技術活用・
SDGs推進

革新

AIスピーカーを活用した見守り事業
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全村美化活動に参加し、
美しい村を守りましょう。

村政に積極的に参画し、
集落将来ビジョンづくりを

しましょう。

村内の商店を利用し、
大鹿村で生産された
農産物や加工品を

積極的に購入しましょう。

大鹿村の歴史文化を学び、
次の世代に継承しましょう。

住民の皆さんや団体の皆さんに
取り組んでほしいこと

概要版
発行・編集：大鹿村
住所：〒399-3502　長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354番地
発行年月：令和４年３月

大鹿村
第五次総合振興計画

避難訓練に
参加しましょう。


